
　
農
林
水
産
業
が
盛
ん
な
九
州
に
と
っ
て
、
豊
富
な
農
林

水
産
資
源
の
活
用
は
成
長
の
大
き
な
か
ぎ
と
な
る
。
九
州

経
済
産
業
局
な
ど
が
２
０
１
０
年
に
ま
と
め
た
「
九
州
成

長
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
で
は
、
農
業
の
成
長
産
業

化
を
柱
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
る
。
１
次
・
２
次
・
３
次
の

各
産
業
が
連
携
す
る
６
次
産
業
化
や
機
能
性
食
品
、
健
康

食
品
は
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
農
林
水
産
物
を
は

じ
め
と
す
る
食
品
は
、
地
域
に
と
っ
て
観
光
や
産
業
育
成

の
重
要
な
資
源
だ
。
一
方
で
日
々
の
生
活
を
支
え
る
要
素

と
し
て
、
メ
ー
カ
ー
に
は
徹
底
し
た
安
全
安
心
も
求
め
ら

れ
る
。
新
分
野
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
九
州
の
食
品
業

界
の
動
き
を
見
て
い
く
。

伸
び
る
機
能
性
食
品

産
学
官
連
携
が
不
可
欠
自
治
体
も
研
究
開
発
を
支
援

豊
富
な
地
域
資
源
を
高
付
加
価
値
化

イ
グ
サ
使
い
健
康
飲
料
焼
酎
か
す
の
効
率
的
再
利
用
も

大震災の経験生かせリスク分散の検討必要に 安定供
給
の
使
命

安
心
安
全
を
「
見
え
る
化
」信頼獲得の最重要点不良品１個が企業生命に直結

　
生
活
の
基
本
と
な
る
食
品
メ

ー
カ
ー
に
は
安
定
供
給
の
責
務

が
か
か
る
。
３
月

日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
食
品

メ
ー
カ
ー
に
も
影
響
が
出
た
。

　
イ
フ
ジ
産
業
は
全
国
の
製
菓

・
製
パ
ン
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
業

務
用
の
液
卵
を
供
給
す
る
。
同

社
最
大
規
模
の
関
東
事
業
部

水
戸
市
が
被
災
、
設
備
が
損

壊
し
た
。
完
全
復
旧
し
た
の
は

約
２
カ
月
後
だ
が
、
こ
の
間
ほ

ぼ
通
常
通
り
の
供
給
体
制
を
保

っ
た
。
東
日
本
地
域
の
顧
客
も

被
災
し
需
要
自
体
が
減
少
し
た

こ
と
も
あ
る
が
、
全
国
３
拠
点

で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
乗
り

切
っ
た
。
工
場
分
散
化
に
よ
る

リ
ス
ク
回
避
の
好
例
と
言
え

る
。

　
ま
た
被
災
地
へ
の
物
資
や
保

存
食
を
確
保
す
る
動
き
と
し

て
、
買
い
占
め
が
起
き
た
。
マ

ル
タ
イ
は
即
席
カ
ッ
プ
め
ん
を

中
心
に
、
休
日
返
上
の
増
産
体

制
を
敷
い
た
。
５
月
上
旬
ま
で

最
大
日
産

万
食
を
生
産
し
た

が
、
一
時
は
在
庫
が
な
い
状
況

が
続
い
た
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
も

枯
渇
し
た
。
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ

エ
ス
ト
は
増
産
に
対
応
す
る
た

め
、
一
部
の
設
備
投
資
を
一
時

的
に
見
送
っ
た
。

　
食
品
メ
ー
カ
ー
の
存
在
価
値

は
、
災
害
時
に
よ
り
高
ま
る
。

中
小
企
業
に
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
分
散
化
や
非
常
時
の
リ

ス
ク
分
散
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

「
見
え
る
化
」
が
信
頼
を
も
た
ら
す

五
洋
食
品
産
業
本
社
工
場

　

　

災
害
時
に
存
在
価
値

は
高
ま
る

マ
ル
タ

イ

　
機
能
性
食
品
に
お
い
て
重
要

な
の
は
、
豊
富
な
地
域
資
源
の

活
用
だ
。
熊
本
県
は
畳
表
の
原

料
と
な
る
イ
グ
サ
の
国
内
生
産

量
約
９
割
を
誇
る
。
王
樹
製
薬

熊
本
市

は
イ
グ
サ
を
使
っ

た
健
康
食
品
を
製
造
。

年
に

「
イ
グ
サ
青
汁
」
を
製
品
化
。

年
８
月
に
は
乳
酸
菌
と
組
み

合
わ
せ
た
新
製
品
を
開
発
し

た
。
強
み
で
あ
る
乳
酸
菌
の
取

り
扱
い
技
術
を
生
か
し
た
。
ま

た
崇
城
大
学

熊
本
市

と
共

同
で
、
イ
グ
サ
を
使
っ
た
ペ
ッ

ト
用
健
康
食
品
の
開
発
に
も
取

り
組
む
。

　
大
学
の
シ
ー
ズ
の
製
品
化
を

目
指
す
の
は
、
東
洋
新
薬

福

岡
市
博
多
区

だ
。
特
定
保
健

用
食
品
開
発
に
積
極
的
で
、
九

州
地
域
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
推

進
協
議
会
の
副
会
長
企
業
で
も

あ
る
。
佐
賀
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
、
農
研
堂

佐
賀
県
神

埼
市

が
生
産
す
る
野
菜
「
バ

ラ
フ
」
を
使
用
し
た
化
粧
品
開

発
に
取
り
組
む
。
バ
ラ
フ
は
南

ア
フ
リ
カ
原
産
の
植
物
ア
イ
ス

プ
ラ
ン
ト
を
、
佐
賀
大
農
学
部

が
食
用
に
改
良
し
た
も
の
。
葉

の
表
面
に
あ
る
水
滴
の
よ
う
な

細
胞
に
、
水
分
を
た
く
わ
え

る
。
肌
の
保
湿
に
も
効
果
が
あ

る
と
し
て
、
製
品
化
に
力
を
入

れ
る
。

　
地
場
産
業
を
背
景
と
し
た
、

廃
棄
物
の
効
率
的
処
理
に
も
一

役
買
う
期
待
が
あ
る
。
焼
酎
生

産
が
盛
ん
な
九
州
で
は
、
廃
棄

物
と
し
て
発
生
す
る
焼
酎
か
す

の
再
利
用
が
課
題
だ
。
熊
本
国

税
局
の
調
査
で
は
熊
本
・
大
分

・
宮
崎
・
鹿
児
島
各
県
で
、

年
度
に
年
間
約

万

が
発

生
。

年
度
比
１
・
７
倍
に
増

加
し
て
い
る
。

年
に
ロ
ン
ド

ン
条
約
発
効
で
海
洋
投
棄
が
原

則
禁
止
さ
れ
、
処
理
方
法
が
懸

念
さ
れ
る
。
現
在
は
家
畜
の
え

さ
や
メ
タ
ン
発
酵
に
利
用
さ
れ

る
が
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い

利
用
方
法
が
求
め
ら

れ
る
。

　
三
和
酒
類

大
分

県
宇
佐
市

は
大
麦

焼
酎
か
す
か
ら
機
能

性
物
質
を
抽
出
し
、

製
品
化
し
て
い
る
。

焼
酎
か
す
に
は
多
く

の
高
機
能
の
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
と
さ

れ
て
お
り
、
九
州
各

地
で
研
究
が
進
む
。

　
産
地
化
を
目
指
す
動
き
も
あ

る
。
出
萌

福
岡
市
東
区

は

ピ
ー
ナ
ツ
を
原
料
と
し
た
モ
ヤ

シ
を
生
産
。

年
か
ら
は
佐
賀

県
内
に
設
置
す
る
新
工
場
で
増

産
体
制
に
入
る
。
佐
賀
県
内
の

農
家
で
生
産
し
た
、
国
産
大
豆

に
こ
だ
わ
っ
た
モ
ヤ
シ
の
製
品

化
も
見
込
む
。
加
工
食
品
の
製

造
を
本
格
化
す
る
計
画
も
あ

り
、
６
次
産
業
化
の
期
待
が
か

か
る
。

　
機
能
性
食
品
は
輸
出
品
と
し

て
の
役
割
も
担
う
。
新
興
国
で

健
康
や
美
容
へ
の
関
心
が
高
ま

る
に
つ
れ
、
日
本
製
の
品
質
の

高
さ
や
イ
メ
ー
ジ
の
良
さ
は
力

に
な
る
。
野
菜
や
肉
な
ど
、
農

産
物
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

海
外
で
販
売
す
る
動
き
は
こ
れ

ま
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
生
鮮
品

の
輸
出
は
高
コ
ス
ト
と
な
る
た

め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
富
裕
層
な

ど
一
部
に
限
ら
れ
が
ち
だ
。
製

品
と
し
て
の
輸
出
が
広
が
れ

ば
、
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の

訴
求
も
可
能
に
な
る
。

　
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
企
業
に
と

っ
て
も
無
関
係
で
は
な
い
。
機

能
性
物
質
の
効
率
的
抽
出
に

は
、
技
術
が
不
可
欠
だ
。
そ
こ

に
は
工
業
製
品
で
培
っ
て
き
た

中
小
企
業
の
技
術
を
生
か
す
場

面
も
多
い
。
産
業
界
全
体
へ
の

広
が
り
に
期
待
し
た
い
。

　
食
品
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ

な
い
の
が
安
全
性
だ
。
食
品
を

め
ぐ
る
事
故
や
事
件
は
後
を
絶

た
な
い
。
販
路
が
拡
大
す
る
に

つ
れ
、
流
通
側
か
ら
の
要
求
も

大
き
く
な
る
。
安
定
供
給
に
加

え
て
、
製
造
設
備
の
衛
生
面
は

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
工

場
へ
の
流
通
業
者
の
視
察
を
受

け
て
、
取
引
が
実
ら
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
客
観
的
な

指
標
と
な
る
危
害
分
析
重
要
管

理
点

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

や
、
食

品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０
」
な

ど
で
消
費
者
の
安
心
を
担
保
す

る
こ
と
も
重
要
だ
。

　
ダ
イ
シ
ョ
ー
は
「
手
作
り
Ｉ

Ｓ
Ｏ
」
と
も
呼
べ
る
生
産
管
理

シ
ス
テ
ム
で
安
全
管
理
を
行

う
。
同
社
は

年
に
国
内
３
工

場
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０
を
取

得
し
た
。
製
造
す
る
調
味
料
の

種
類
は
業
務
用
製
品
を
含
め
て

常
時
１
０
０
０
種
類
あ
る
。
賞

味
期
限
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
も
あ

り
、
生
産
管
理
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
は
重
要
だ
。
通
常
は
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
任
せ
る
部
分

を
、
同
社
は
自
社
単
独
で
行
っ

た
。
パ
ー
ト
従
業
員
に
も
教
育

を
徹
底
。
ラ
イ
ン
構
造
の
見
直

し
と
と
も
に
行
う
こ
と
で
、
事

故
の
起
き
に
く
い
環
境
を
整
備

し
た
。

　
五
洋
食
品
産
業

福
岡
県
糸

島
市

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
型

工
場
で
冷
凍
ケ
ー
キ
を
生
産
す

る
。
過
去
に
食
品
事
故
の
風
評

被
害
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

経
験
が
あ
り
、
衛
生
環
境
を
完

備
し
た
工
場
は
悲
願
だ
っ
た
。

年
３
月
に
稼
働
し
た
新
工
場

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場
の

社
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
。

田
圭
良
社
長
は
「
み
ん
な
の

工
場
だ
」
と
胸
を
張
る
。

　
食
品
メ
ー
カ
ー
の
経
営
者
た

ち
は
「
安
心
安
全
は
当
た
り

前
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
あ
る

中
堅
食
品
メ
ー
カ
ー
社
長
は

「
企
業
に
と
っ
て
は
１
万
個
生

産
し
た
う
ち
の
不
良
品
１
個
で

も
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
そ

の
１
個
し
か
な
い
」
と
表
現
し

た
。
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
の
は

ど
の
業
種
で
も
同
じ
だ
。
だ
が

体
に
入
る
も
の
だ
け
に
、
ミ
ス

が
顧
客
の
生
命
と
企
業
生
命
に

直
結
す
る
の
が
食
品
業
界
の
大

き
な
特
徴
だ
。

　
企
業
規
模
に
関
係
な
く
、
品

質
や
価
格
に
加
え
て
安
心
安
全

を
見
え
る
形
で
提
供
す
る
こ
と

も
食
品
メ
ー
カ
ー
の
使
命
だ
。

異
業
種
か
ら
進
出
す
る
企
業
に

と
っ
て
も
、
価
値
創
造
と
と
も

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

機
能
性
食
品
で
地
域
資
源
を
高

付
加
価
値
化

東
洋
新
薬
が
開

発
を
目
指
す
バ
ラ
フ
化
粧
品

　

　

　
特
定
保
健
用
食
品
や
健
康
食

品
な
ど
機
能
性
物
質
を
含
む
食

品
は
、
依
然
と
し
て
人
気
が
高

い
。
機
能
性
食
品
は
成
分
抽
出

に
よ
る
原
料
供
給
も
見
込
め

る
、
す
そ
野
が
広
い
分
野
だ
。

　
機
能
性
食
品
を
中
心
に
、
フ

ー
ド

健
康
ア
イ
ラ
ン
ド
九

州
」
の
構
築
を
目
指
す
の
が
、

九
州
地
域
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー

推
進
協
議
会
熊
本
県
益
城
町

だ
。
機
能
性
食
品
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
バ
イ
オ
産
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、

年
９
月
に

全
国
で
初
め
て
設
立
。
九
州
の

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
で
は
自

動
車
、
半
導
体
に
次
い
で
３
番

目
と
な
り
、
九
州
経
済
の
柱
と

し
て
の
成
長
を
目
指
す
。

　
機
能
性
食
品
開
発
は
高
付
加

価
値
化
が
行
え
る
一
方
で
、
企

業
単
独
で
は
難
し
い
面
も
あ

る
。
成
分
の
発
見
、
分
析
か
ら

抽
出
、
製
品
開
発
、
販
路
開
拓

と
商
品
化
に
は
資
金
や
時
間
が

か
か
る
。
研
究
開
発
体
制
も
含

め
て
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
く
、
産
学
官
連
携

が
不
可
欠
だ
。

　
同
協
議
会
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
や

販
路
開
拓
を
支
援
。

年
１
月

か
ら
は
開
発
支
援
商
品
へ
の
ロ

ゴ
表
示
制
度
を
始
め
た
。
認
定

第
１
号
は
河
久

山
口
県
下
関

市

の

と
ら
ふ
ぐ
ス
ー
プ

な

ど
２
製
品
。
そ
れ
ま
で
廃
棄
し

て
い
た
フ
グ
皮
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン

を
抽
出
し
た
製
品
で
、
成
分
抽

出
や
分
析
は
東
京
大
学
と
連
携

し
た
。
ま
た

年

月
に
包
括

協
定
を
結
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
食
品

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
や
、
韓
国
と

の
連
携
も
深
め
て
海
外
展
開
支

援
も
積
極
的
に
進
め
る
。

　
自
治
体
も
支
援
を
強
化
し
て

い
る
。
佐
賀
県
は

年
４
月

に
、
機
能
性
食
品
の
研
究
開
発

拠
点
「
徐
福
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ラ

ボ
」
を
佐
賀
市
に
設
置
。
佐
賀

大
学
と
共
同
運
営
を
行
う
。

「
農
業
県
」
の
豊
富
な
資
源
を

生
か
し
た
、
企
業
の
製
品
開
発

に
向
け
た
支
援
体
制
を
敷
く
。

研
究
設
備
を
そ
ろ
え
た
ほ
か
、

専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
県
内
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

食は成長の活力源
（ ） 【企画特集】 ２０１１年 平成２３年 ７月２８日 木曜日 　　


